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■ 調査が終了しました 

  ８月 1６日から１２月中旬までの予定で開始した『北神宮寺遺跡』の発掘調査で

したが、地域の皆様の御理解と御協力を得て、11 月末をもって無事終了すること

ができました。 

  今回の調査では、弥生・古墳時代の竪穴住居や方形周溝墓をはじめ、鎌倉・江戸

時代のお墓、戦国時代の掘立柱建物跡など、大変多くの遺構が発見されるとともに、

日常食器や祭 器として使 われたと考 えられ る大量の土師 器(土器)を中心とする遺

物が出土し、大きな成果を収めることができました。 

南西方向より遺跡を見渡す 

北東部分 南西部分 南東部分 南部分 中央部分 



 

 

 

■ 多くの方に見学していただきました (見学者総数 807 人) 

10 月 13・14 日に行いました現地説明会には 421 人（いなさ文化財まつり全

体では延べ 679 人）もの多くの方々に参加をしていただいたのをはじめとして、

平常作業日にも地域の方や遺跡に興味をおもちの方にお訪ねいただき、発掘の様子

や出土遺物を熱心にご覧いただきました。 

また、近隣小学校 4 校(井伊谷小、伊平小、川名小、気賀小)や初生小の児童の皆

さん、総勢 295 人のほか、細江中や気賀高の生徒さんも、総合学習や就業体験で

訪れていただきました。実際に調査区内で発掘を体験してもらい、土器片が見つか

るたびに驚きの声を上げていました。このように児童・生徒さんたちのために生き

た教材として活用していただけたことを大変うれしく思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
今後、調査区域は土地区画整

理事業に伴う工事に入り、遺跡

は消滅してしまいますが、皆さ

んの心の中で生き続け、語り継

がれていくものと思います。 

私たちは、本調査の成果を調

査事務所に持ち帰り、土器の接

合・復元を始めとする整理作業

や報告書の作成に取りかかると

共に、次の発掘現場での調査活

動に取り組んでいきます。 

 今回の調査を通じて、近隣に

お住まいの皆様には、いろいろ

とご迷惑をお掛けしたことと思

いますが、大変好意的に私ども

の調査活動を見守っていただき、本当にありがとうございました。改めてお礼申し

上げます。 

  なお、現地調査事務所は、11 月 27 日をもって閉鎖いたしました。 
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気賀高等学校就業体験 11/14 

発掘作業 土器洗い作業 

伊平小学校見学 11/22 
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なかよく発掘体験 


